
明治天皇の国史に対するご認識について（勝岡）57

明
治
天
皇
の
国
史
に
対
す
る
ご
認
識
に
つ
い
て

―
神
武
天
皇
か
ら
南
北
朝
期
ま
で
の
人
物
評
価
を
中
心
に
―

勝

岡

寛

次

課
題
設
定
と
先
行
研
究
の
概
要

　

明
治
天
皇
は
、
国
史
に
対
し
て
ど
の
や
う
な
ご
認
識
を
持
た
れ
て

ゐ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

　

歴
史
上
の
人
物
、
特
に
維
新
期
の
志
士
や
同
時
代
（
明
治
期
）
の

功
臣
に
つ
い
て
は
、
既
に
様
々
な
論
評
が
な
さ
れ
て
ゐ
る

（
（
（

。
近
世
の

人
物
の
若
干
に
つ
い
て
も
、
明
治
天
皇
の
評
価
に
関
は
る
断
片
的
な

論
評
は
あ
る

（
（
（

。
し
か
し
、
明
治
天
皇
の
人
物
評
価
に
関
し
て
、
国
史

全
体
に
わ
た
る
や
う
な
ま
と
ま
つ
た
先
行
研
究
の
あ
る
こ
と
を
聞
か

な
い
。
ま
た
、
明
治
天
皇
の
国
史
に
対
す
る
ご
認
識
と
い
ふ
テ
ー
マ

で
は
、
南
北
朝
正せ

い

閏じ
ゅ
ん

問
題
の
こ
と
が
直
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
が
、
こ

の
問
題
に
関
し
て
も
先
行
研
究
は
多
い
も
の
の
、
明
治
天
皇
の
歴
史

観
と
の
関
連
で
言
及
し
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
や
う
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
以
上
の
や
う
な
先
行
研
究
の
現
状
を
踏
へ
、
特
に
神
武

天
皇
か
ら
南
北
朝
期
ま
で
の
国
史
上
の
人
物
に
対
し
て
、
明
治
天
皇

が
ど
の
や
う
な
ご
認
識
を
持
た
れ
て
ゐ
た
か
と
い
ふ
こ
と
の
一
端
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
。
使
用
史
料
は
、『
明
治

天
皇
紀
』
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
御
製
（『
新

輯
明
治
天
皇
御
集
』
に
拠
つ
た
）
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
引
用
も
織
り
交
ぜ

て
ゐ
る
。

　

人
物
は
時
代
を
追
つ
て
取
り
上
げ
る
が
、
同
時
代
に
あ
つ
て
は
天

皇
・
皇
族
を
優
先
し
、
臣
下
に
つ
い
て
は
そ
の
後
に
述
べ
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、「
国
史
に
対
す
る
ご
認
識
」
と
い
ふ
観
点
か
ら
は
、

皇
祖
天
照
大
御
神
に
対
す
る
ご
認
識
は
、
国
体
の
根
本
に
関
は
る
こ

と
で
欠
か
せ
な
い
と
は
思
つ
た
が
、
皇
祖
に
対
す
る
明
治
天
皇
の
思

召
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
既
に
神
宮
に
ま
つ
は
る
祭
祀
と
の
関
係
で
、

近
著
の
中
で
詳
し
く
触
れ
た
経
緯
も
あ
り

（
（
（

、
本
稿
で
は
割
愛
し
た
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
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神
武
天
皇
（
人
皇
初
代
）

　

明
治
維
新
は
「
諸
事
神
武
創
業
ノ
始
ニ
原も

と

ツ
キ
」（
王
政
復
古
の
大

号
令
）
と
い
ふ
こ
と
を
一
つ
の
理
念
と
し
て
掲
げ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ

は
維
新
史
の
思
想
的
帰
結
と
し
て
、
人じ

ん

皇こ
う

初
代
神
武
天
皇
の
御
代
に

立
ち
帰
る
と
い
ふ
理
想
に
基
く
も
の
で
あ
つ
た
。「
神
武
創
業
」
の

理
念
は
、
思
想
的
に
は
大
国
隆
正
か
ら
玉
松
操
へ
、
ま
た
玉
松
か
ら

岩
倉
具
視
へ
と
い
ふ
経
路
で
「
王
政
復
古
の
大
号
令
」
に
採
用
さ
れ

た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
が
、
維
新
の
志
士
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
神

武
天
皇
こ
そ
が
“
あ
る
べ
き
理
想
の
天
皇
の
姿
”
と
し
て
理
解
さ
れ

て
ゐ
た

（
（
（

。

　

こ
の
思
ひ
は
孝
明
天
皇
に
も
共
有
さ
れ
て
を
り
、
天
皇
は
既
に
幕

末
に
お
い
て
、
初
代
神
武
天
皇
以
下
の
荒
廃
し
た
山
陵
祭
祀
の
復
興

を
強
く
願
は
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
結
果
、
幕
府
に
よ
つ
て
「
文
久
の
修

陵
」
が
行
は
れ
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
十
一
月
、
神
武
天
皇
陵

（
畝
傍
山
東
北
陵
）
の
修
陵
が
完
工
し
、
神
武
天
皇
祭
の
成
立
を
見
て

ゐ
る
（
当
初
は
三
月
十
一
日
、
明
治
七
年
以
降
は
四
月
三
日
）。
実
に
神

武
天
皇
祭
の
成
立
こ
そ
は
、「
近
代
の
皇
祖
皇
室
祭
祀
の
出
発
点
」

で
あ
つ
た

（
（
（

。

　

孝
明
天
皇
の
崩
御
後
、
明
治
天
皇
が
初
め
て
神
武
天
皇
祭
（
大
祭
）

に
出
御
（
親
祭
）
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
年
三
月
十
一
日
の
こ
と
で

あ
る
。
祭
儀
は
次
の
や
う
な
次
第
で
あ
つ
た

（
（
（

（〔
〕
は
引
用
者
註
）。

「
巳み

の
刻
〔
午
前
十
時
〕
御
出
門
、
神
祇
官
に
幸
す
、
大
納
言

岩
倉
具
視
・
参
議
広
沢
真
臣
・
同
佐
々
木
高
行
・
宮
内
卿
万ま

で

里の

小こ
う

路じ

博
房
供ぐ

奉ぶ

す
、
神
祇
官
に
於
て
は
卯う

の
刻
〔
午
前
六
時
〕

よ
り
朝
の
祭
典
を
行
ひ
、
次
い
で
昼
の
祭
典
を
行
ふ
、
即
ち
御

親
祭
な
り
、
巳
の
半
刻
各
官
省
勅
任
官
以
上
著
座
し
、
神
祇
伯

中
山
忠た

だ

能や
す

祝
詞
を
奏
す
、
次
に
天
皇
出
御
、
幣
物
紅
白
絹
十
匹

を
供
へ
し
め
た
ま
ひ
、
御
拝
あ
り
、
次
に
歴
代
皇
霊
を
御
拝
あ

り
、
畢お

わ

り
て
還
幸
あ
ら
せ
ら
る
、
時
に
午う

ま

の
刻
〔
正
午
〕
な
り
、

次
い
で
奏
任
官
以
上
参
拝
し
、
酉と

り

の
刻
〔
午
後
六
時
〕
夕
の
祭

典
を
行
ふ
、
十
日
酉
の
刻
よ
り
還
幸
に
至
る
ま
で
宮
中
に
神
斎

あ
り
、
又
大
納
言
中な

か

御み

門か
ど

経つ
ね

之ゆ
き

を
勅
使
と
し
て
畝う

ね

傍び
の

山や
ま
の

東

う
し
と
ら
の

北す
み
の

陵み
さ
さ
ぎに

参
向
せ
し
む
」

　

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
明
治
年
間
に
右
の
や
う
な
神
武

天
皇
祭
（
例
祭
）
に
十
五
回
出
御
さ
れ
て
ゐ
る
（
明
治
二
十
八
年
以
降

は
代
拝
）。
ま
た
、
二
月
十
一
日
の
紀
元
節
祭
（
明
治
六
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
大
祭
）
に
お
い
て
も
、
出
御
回
数
は
十
五
回
（
明
治
二
十
八
年
以

降
代
拝
）
に
及
ん
で
ゐ
る

（
（
（

。

　

明
治
天
皇
の
、
神
武
天
皇
に
寄
せ
る
み
思
ひ
は
、
例
へ
ば
次
の
や

う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
鮮
や
か
に
顕
れ
て
ゐ
る
。
明
治
九
年
の
こ
と

だ
が
、
天
皇
の
侍
講
を
し
て
ゐ
た
元
田
永な

が

孚ざ
ね

が
、「
陛
下
今　

烈
祖

ニ
対
シ
テ
孰い

づ

レ
ノ　

帝
ヲ
以
テ
希き

慕ぼ

シ
玉
ヘ
ル
乎か

」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
天
皇
は
「
神
武
天
皇
及
景
行
天
皇
ナ
ル
乎
」
と
答
へ
ら
れ
、
元
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田
を
感
激
さ
せ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る

（
（
（

。

　

神
武
天
皇
陵
に
明
治
天
皇
が
親
謁
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
年
の
紀

元
節
の
こ
と
で
、
こ
の
時
の
祭
儀
は
、
次
の
や
う
な
次
第
で
あ
つ
た

（
（
（

。

「
正
服
著ち

ゃ
く

御ご

、
神
武
天
皇
畝
傍
山
東
北
陵
に
臨
幸
し
、
御
拝
あ

り
、
御お

告つ
げ

文ぶ
み

を
奏
し
た
ま
ふ
、
儀
仗
兵
の
整
列
、
御
拝
の
次
第

等
、
総
て
後

の
ち
の

月つ
き

輪の
わ
の

東
ひ
が
し
の

山み
さ

陵さ
ぎ

〔
孝
明
天
皇
陵
〕
に
於
け
る
が

如
し
」

　

こ
の
時
、
随
従
の
〔
有
栖
川
宮
〕
熾た

る

仁ひ
と

親
王
は
次
の
歌
を
詠
ん
で

ゐ
る

（
（（
（

。み
そ
き（

ぎ
）し

て
君
か（

が
）ま

つ
れ
る
畝
傍
山
神
も
う
れ
し
と
う
け
給
ふ

ら
む

　
『
明
治
天
皇
紀
』
の
翌
日
の
記
事
に
は
次
の
や
う
に
あ
る
こ
と
か

ら
し
て
、
神
武
天
皇
陵
を
初
め
て
訪
れ
た
天
皇
が
、
如
何
に
立
ち
去

り
難
い
思
ひ
を
催
さ
れ
た
か
と
い
ふ
こ
と
が
解
る

（
（（
（

。

「
是
の
日
朝
旦
、
白
雪
霏ひ

ひ々

と
し
て
〔
頻
り
に
降
つ
て
〕
崇
高

の
気
天
地
に
満
つ
、
天
皇
、
皇
祖
建
国
の
霊
域
を
去
る
に
忍
び

た
ま
は
ず
、
今
一
日
輦れ

ん

〔
天
皇
の
乗
る
輿こ

し

〕
を
是
の
地
に
駐と

ど

め

ん
こ
と
を
欲
し
た
ま
ふ
、
宮
内
卿
奏
す
る
に
、
日
程
を
遽に

わ

か
に

変
更
せ
ん
こ
と
人
民
の
煩
労
た
る
の
み
な
ら
ず
、
鹿
児
島
の
風

雲
穏
か
な
ら
ざ
る
の
時
、
一
日
も
早
く
還
幸
あ
ら
せ
ら
る
べ
き

を
以
て
す
、
天
皇
直た

だ
ちに

之
れ
を
嘉
納
し
、
発
輦
の
旨
仰
出
さ
れ

た
り
と
」

　

明
治
天
皇
の
神
武
天
皇
へ
の
敬
仰
が
窺
は
れ
る
も
う
一
つ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
金き

ん

鵄し

勲
章
の
創
設
だ
ら
う
。「
金
鵄
」
と
は
、
言
ふ
迄

も
な
く
神
武
東
征
の
砌み

ぎ
り、

天
皇
の
弓
の
弭ゆ

は
ずに

光
り
輝
き
、
長な

が

髄す
ね

彦ひ
こ

の

軍
を
眩く

ら

ま
せ
た
と
い
ふ
金
色
の
鵄と

び

の
神
話
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
こ

の
金
鵄
勲
章
の
創
設
は
、
元
々
明
治
二
十
一
年
一
月
に
計
画
さ
れ
て

ゐ
た
も
の
だ
が
、「
内
勅
に
よ
り
其
の
制
定
を
神
武
天
皇
即
位
二
千

五
百
五
十
年
の
紀
元
節
〔
明
治
二
十
三
年
二
月
十
一
日
〕
ま
で
延
期

し
た
」
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
折
の
詔
に
は
、
次
の
や
う
に
あ
る

（
（（
（

。

「
朕
惟お

も
んミ

ル
ニ　

神
武
天
皇
皇
業
ヲ
恢か

い

弘こ
う

シ
継
承
シ
テ
朕
ニ
及

ヘ
リ
今
ヤ
夐は

る

カ
ニ
登
極
紀
元
ヲ
算
ス
レ
ハ
二
千
五
百
五
十
年
ニ

達
セ
リ
朕
此
期
ニ
際
シ　

天
皇
戡か

ん

定て
い

〔
武
力
で
敵
を
討
ち
、
乱

を
鎮
め
る
〕
ノ
故
事
ニ
徴ち

ょ
うシ

金
鵄
勲
章
ヲ
創
設
シ
将
来
武
功
抜

群
ノ
者
ニ
授
与
シ
永
ク　

天
皇
ノ
威
烈
ヲ
光
ニ
シ
以
テ
其
忠
勇

ヲ
奨
励
セ
ン
ト
ス
汝
衆
庶
此
旨
ヲ
体
セ
ヨ
」

　

ま
た
、
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
三
日
、
天
皇
は
奈
良
県
民
が
橿か

し

原は
ら

宮き
ゅ
う

址し

に
神
社
を
創
建
す
る
計
画
が
あ
る
の
を
聞
し
召
さ
れ
、
神

殿
と
し
て
京
都
御
所
内
の
内
侍
所
並
び
に
神
嘉
殿
の
建
物
を
ご
下
賜

に
な
つ
た
。
同
年
八
月
五
日
に
は
五
千
円
を
維
持
費
と
し
て
下
賜
、

翌
明
治
二
十
三
年
三
月
二
十
日
に
は
神
宮
保
存
金
補
助
と
し
て
一
万

円
を
、
同
六
月
二
十
三
日
に
は
創
立
費
と
し
て
五
千
円
を
下
賜
さ
れ

て
ゐ
る
。
か
う
し
て
三
月
二
十
日
に
は
神
殿
が
創
建
さ
れ
、
社
号
を

「
橿
原
神
宮
」
と
し
、
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た

（
（（
（

。
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明
治
天
皇
は
、
橿
原
神
宮
に
親
謁
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
が
、

日
露
戦
争
が
勃
発
し
た
明
治
三
十
七
年
に
は
、
以
下
の
二
首
の
御
製

（
詞
書
は
「
祝
」
と
「
懐
古
」、
以
下
同
様
）
を
詠
ま
れ
て
ゐ
る
。

橿
原
の
宮
の
お
き
て
に
も
と
づ
き
て
わ
が
日ひ

の

本も
と

の
国
を
た
も
た

むう
ご
き
な
き
国
を
定
め
し
か
し
は
ら
の
み
や
の
み
い
つ
ぞ
た
か

く
た
ふ
と
き

　

以
下
は
、
日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
明
治
三
十
八
年
の
御
製
（「
思

往
時
」）
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
の
こ
と
あ
る
た
び
に
思
ふ
か
な
国
を
ひ
ら
き
し
御

代
の
み
い
つ
を

　

か
う
し
た
御
製
を
拝
す
る
と
、
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越
え
た
末
に
、

建
国
と
い
ふ
偉
業
を
達
成
さ
れ
た
神
武
天
皇
の
御
代
と
、
有
史
以
来

の
ロ
シ
ア
と
の
一
大
戦
争
に
従
事
し
つ
つ
、
国
家
の
存
亡
を
一
身
に

担
は
れ
て
ゐ
た
明
治
天
皇
の
御
代
は
、
そ
の
困
難
さ
、
そ
の
担
は
れ

た
意
味
の
大
き
さ
と
い
ふ
点
に
お
い
て
、
よ
く
似
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ

と
を
改
め
て
痛
感
す
る
。
明
治
天
皇
に
と
つ
て
は
、
神
武
建
国
の
御

代
に
思
ひ
を
馳
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
戦
争
遂
行
の
精
神
的
な
支
へ
に

な
つ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
の
御
製
（「
柱
」）
は
、
明
治
四
十
二
年
の
ご
晩
年
の
も
の
で

あ
る
。橿

原
の
と
ほ
つ
み
お
や
の
宮
柱
た
て
そ
め
し
よ
り
国
は
う
ご
か

ず可
美
真
手
命
・
日
本
武
尊
・
武
内
宿
禰

　

で
は
明
治
天
皇
に
と
つ
て
、
神
武
天
皇
に
比
肩
す
べ
き
、
臣
下
の

理
想
像
は
誰
で
あ
つ
た
だ
ら
う
か
。
神
武
の
御
代
に
お
い
て
は
可う

ま

美し

真ま

手で
の

命み
こ
と、

景
行
以
下
の
御
代
に
お
い
て
は
日や

ま

本と

武た
け
る

尊の
み
こ
とと

武た
け

内う
ち
の

宿す
く

禰ね

で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。

　

可
美
真
手
命
は
物
部
氏
の
祖
で
、
神
武
天
皇
の
東
征
に
際
し
て
長

髄
彦
を
倒
し
て
天
皇
に
帰
服
し
、
以
後
物
部
氏
を
率
ゐ
て
皇
城
守
護

に
任
じ
た
。
天
皇
と
元
田
永
孚
の
既
述
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
続
き
が

あ
つ
て
、「
又
其
臣
ニ
求
メ
玉
フ
所
ハ
孰い

ず

レ
ノ
人
ヲ
得
ン
ト
欲
シ
玉

フ
乎か

」
と
元
田
が
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
天
皇
は
「
可
美
真
手
命
乎
」
と

答
へ
ら
れ
た
の
で
、
元
田
は
「
可
美
真
手
命
〔
ハ
〕
…
今
ノ
大
久
保

内
務
卿
ト
西
郷
近
衛
都
督
ト
ヲ
合
セ
タ
ル
カ
如
シ　

陛
下
宜
シ
ク
大

久
保
西
郷
ヲ
一
ニ
シ
テ
之
ヲ
用
ヰ
ハ
則
今
ノ
可
美
真
手
命
ナ
リ
」
と

奉
答
し
、
天
皇
は｢

之
ヲ
嘉
納
シ
玉
フ｣

（
さ
う
だ
な
あ
）
と
仰
つ
た

と
の
記
事
が
見
え
る

（
（（
（

。

　

日
本
武
尊
（
小お

碓う
す
の

尊み
こ
と）

は
、
景
行
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
。
天
皇
の

命
に
よ
り
、
熊
襲
征
伐
に
活
躍
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
。『
明
治

天
皇
紀
』
に
も
陵
墓
治
定
の
記
事
が
見
え
る
が

（
（（
（

、
そ
れ
以
上
に
興
味

深
い
の
は
、
明
治
十
一
年
以
前
に
天
皇
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
次
の
御

製
（「
日
本
武
尊
」）
で
あ
る
。
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ま
つ
ろ
は
ぬ
熊
襲
た
け
る
の
た
け
き
を
も
う
ち
平た

ひ
らげ

し
い
さ
を

を
を
し
も

　

こ
の
御
製
は
、
明
治
天
皇
の
雄
武
な
ご
性
格
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

示
す
も
の
で
、
明
治
以
前
の
少
年
期
に
詠
ま
れ
た
歌
と
す
れ
ば
、
天

皇
（
孝
明
）
の
皇
子
と
し
て
の
自
分
も
か
く
の
如
く
あ
り
た
い
と
い

ふ
、
臣
下
と
し
て
の
一
つ
の
理
想
像
を
、
日
本
武
尊
の
内
に
見
出
さ

れ
た
も
の
と
拝
察
す
る
。

　

ま
た
、
武
内
宿
禰
は
、
大
和
朝
廷
初
期
の
景
行
・
政
務
・
仲
哀
・

応
神
・
仁
徳
（
第
十
二
～
十
六
代
）
の
五
代
の
天
皇
に
仕
へ
た
と
さ
れ

る
伝
説
的
人
物
で
あ
る
が
、『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
明
治
七
年
二
月

十
三
日
の
記
事
と
し
て
、
従
三
位
毛
利
元
徳
に
賜
つ
た
次
の
や
う
な

御
製
（「
武
内
宿
禰
」）
が
見
え
る

（
（（
（

。

よ
ゝ
か
け
て
国
を
助
る
お
ほ
臣お

み

の
か
ゝ
み
と
な
り
し
お
き
な
な

り
け
り

　

ま
た
、
明
治
十
年
二
月
十
一
日
、
神
武
天
皇
陵
を
親
謁
さ
れ
た
前

掲
の
記
事
の
続
き
に
は
、
次
の
や
う
に
見
え
て
ゐ
る

（
（（
（

。

「
又
武
内
宿
禰
が
暦
朝
に
奉
仕
し
て
万
機
を
輔
翼
せ
し
を
追
感

あ
ら
せ
ら
れ
、
大
和
国
高
市
郡
鳥
屋
村
の
墓
前
に
〔
多
田
〕
好

問
を
遣
は
し
て
幣へ

い

帛は
く

料
を
賜
ひ
、
之
れ
を
弔

と
ぶ
ら
はせ

し
め
た
ま
ふ
」

　

元
田
の
「
還
暦
之
記
」
に
は
、「
古
ノ
聖
帝
明
王
必
ス
英
烈
ノ
輔ほ

賢
良
ノ
佐さ

ニ
因よ

リ
之
ト
心
ヲ
同
フ
シ
終
始
一
誠
始
テ
能
ク
大
業
ヲ
創

造
シ
兆
民
ヲ
保
安
ス　

神
武
天
皇
ノ
可う

ま

美し

真ま
で

道み
ち
の

臣お
み

天あ
め
の

種た
ね

子こ

ニ
於
ケ

ル　

景
行
天
皇
ノ
日
本
武
尊
武
内
〔
宿
禰
〕
ニ
於
ケ
ル
…
カ
如
キ
是

ナ
リ
」（
傍
線
引
用
者
）
と
あ
る
か
ら

（
（（
（

、
青
年
期
の
明
治
天
皇
が
、
天

皇
と
し
て
は
神
武
天
皇
と
景
行
天
皇
、
臣
下
と
し
て
は
可
美
真
手
命

の
名
を
挙
げ
、
ま
た
日
本
武
尊
や
武
内
宿
禰
を
歌
に
詠
ん
で
ゐ
る
の

は
、
元
田
の
影
響
が
多
分
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

天
智
天
皇
（
第
三
十
八
代
）・
天
武
天
皇
（
第
四
十
代
）

　

天
智
天
皇
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
大
化
改
新
の
主
人
公
中
大
兄
皇

子
だ
が
、
北
畠
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』
に
は
「
此
天
皇
中
興
ノ
祖

ニ
マ
シ
マ
ス
」
と
あ
り
、
ま
た
会
沢
正
志
斎
の
『
新
論
』
に
は
「
太

祖
神
武
天
皇
」
に
対
し
て
「
中
宗
天
智
天
皇
」
な
ど
の
語
も
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
史
書
に
よ
れ
ば
、
神
武
天
皇
に
次
い
で
評
価
の
高
い
天
皇

は
、
天
智
天
皇
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
天
皇
は
、
天
智
天
皇
陵
に
は
二
度
親
謁
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
度

目
は
維
新
直
後
の
明
治
元
年
八
月
二
十
九
日
、
孝
明
天
皇
後
月
輪
東

山
陵
に
親
謁
さ
れ
た
そ
の
足
で
、
天
智
天
皇
山
科
陵
に
御
拝
が
あ
つ

た
。
二
度
目
は
明
治
十
一
年
十
月
二
十
日
、
北
陸
・
東
海
巡
幸
の
途

次
に
御
拝
が
あ
つ
た
。
そ
の
他
、
明
治
三
年
十
二
月
三
日
に
は
、
天

智
天
皇
千
二
百
年
式
年
祭
を
神
祇
官
及
び
陵
前
で
斎
行
せ
し
め
ら
れ

て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

そ
れ
で
は
、
壬
申
の
乱
の
勝
利
者
で
あ
る
天
武
天
皇
（
第
四
十
代
）

と
、
そ
の
后
で
あ
つ
た
持
統
天
皇
（
第
四
十
一
代
）
に
つ
い
て
は
ど
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う
か
。『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
、
天
武
・
持
統
陵
へ
の
親
閲
の
記
録

は
見
え
ず
、
僅
か
に
明
治
二
年
六
月
十
二
日
の
記
事
と
し
て
、
次
の

や
う
な
記
載
が
あ
る
だ
け
で
あ
る

（
（（
（

。

「
伊
勢
国
桑
名
郡
内
に
鎮
座
せ
る
天
武
天
皇
社
は
同
天
皇
御
駐

輦
の
旧
跡
な
り
、
今
や
境
内
荒
廃
に
委
す
る
を
以
て
、
名
古
屋

藩
主
徳
川
徳
成
に
命
じ
て
之
れ
を
管
守
せ
し
む
」

　

総
じ
て
言
へ
る
こ
と
だ
が
、
大
化
改
新
前
後
の
天
皇
に
対
す
る
明

治
天
皇
の
ご
関
心
は
、
神
武
天
皇
に
比
較
す
る
と
、
高
い
と
は
言
へ

な
い
や
う
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
れ
は
、
明
治
維
新
が
「
大
化
改
新
」
で
な
く
、

「
神
武
創
業
」
へ
と
回
帰
し
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
ら
う
か
と
思
は

れ
る
。藤

原
鎌
足
・
和
気
清
麻
呂
・
菅
原
道
真

　

大
化
改
新
の
関
係
者
で
唯
一
、
明
治
天
皇
の
直
接
的
な
評
価
が
窺

へ
る
の
は
、
臣
下
の
藤
原
鎌
足
で
あ
る
。
鎌
足
は
死
後
、
多と

武う
の

峯み
ね

に

祀
ら
れ
た
が
、
神
殿
の
ご
創
建
（
大
宝
元
年
）
後
間
も
な
く
持
統
天

皇
の
行
幸
が
あ
り
、
醍
醐
天
皇
か
ら
「
談

と
う
の

峰み
ね

大
権
現
」、
後
花
園
天

皇
か
ら
は
「
談た

ん

山ざ
ん

大
明
神
」
の
神
号
を
賜
る
等
、
歴
代
天
皇
の
ご
尊

崇
は
極
め
て
篤
く
、
勅
使
差
遣
は
三
十
数
度
に
及
ん
で
ゐ
る
。
元
々

寺
院
で
あ
り
、
多
武
峰
妙
楽
寺
と
云
つ
た
が
、
明
治
二
年
、
神
仏
分

離
令
に
よ
り
「
談
山
神
社
」
と
改
称
、
明
治
七
年
十
二
月
二
十
二
日
、

別
格
官
幣
社
に
列
せ
ら
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

浅
か
ら
ず
思
ひ
は
か
り
し
ま
ご
こ
ろ
の
い
ろ
こ
そ
見
ゆ
れ
藤
波

の
花

　

こ
れ
は
お
若
い
折
（
明
治
十
一
年
以
前
）
の
御
製
（「
藤
原
鎌
足
」）

だ
が
、「
浅
か
ら
ず
思
ひ
図
り
し
真
心
」
と
い
ふ
ご
表
現
に
、
鎌
足

へ
の
高
い
評
価
が
窺
へ
よ
う
。

　

ま
た
、
既
に
孝
明
天
皇
の
御
代
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
ゐ
た
の

が
、
奈
良
朝
の
和
気
清
麻
呂
で
あ
る
。
鎌
足
と
清
麻
呂
は
、
皇
位
を

窺
ふ
蘇
我
氏
と
道
鏡
の
野
望
を
阻は

ば

ん
だ
と
い
ふ
点
が
共
通
し
て
ゐ
る
。

上
代
に
お
け
る
代
表
的
な
忠
臣
、
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
清
麻
呂

は
そ
の
死
後
、
神
護
寺
（
京
都
市
高
雄
）
境
内
の
廟
（
護
王
善
神
堂
）

に
祀
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
十
五
日
、
孝

明
天
皇
は
清
麻
呂
に
「
護
王
大
明
神
」
の
神
号
を
宣
下
、
正
一
位
を

追
贈
さ
れ
た

（
（（
（

。

　

明
治
七
年
十
二
月
二
十
二
日
、
護
王
神
社
は
談
山
神
社
と
と
も
に

別
格
官
幣
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
八
年
五
月
十
二
日
に
は
、
清
麻

呂
の
姉
で
宇
佐
八
幡
宮
神
託
事
件
の
際
、
備
後
に
流
さ
れ
た
和
気
広

虫
、
清
麻
呂
の
協
力
者
で
あ
つ
た
藤
原
百も

も

川か
わ

ら
も
護
王
神
社
に
合
祀

さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

次
に
、
や
や
時
代
が
下
る
が
、
平
安
中
期
の
菅
原
道
真
も
、
古
来

よ
り
忠
臣
と
し
て
の
評
価
が
高
い
。

　

道
真
を
祀
る
大
宰
府
の
安
楽
寺
天
満
宮
（
天
満
宮
）
は
、
明
治
四

年
、
国
幣
小
社
「
大
宰
府
神
社
」
と
社
号
を
変
更
し
た
が
、
そ
の
起
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源
は
官
幣
中
社
北
野
神
社
よ
り
古
い
と
い
ふ
の
で
、
明
治
十
五
年
七

月
八
日
、
官
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
次
い
で
明
治
二
十
八
年
一
月
四

日
、
官
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

明
治
三
十
五
年
三
月
六
日
、
官
幣
中
社
北
野
神
社
並
び
に
大
宰
府

神
社
の
菅
原
道
真
千
年
祭
に
際
し
、
幣
帛
料
各
金
二
十
円
を
下
賜
、

ま
た
以
下
の
御
製
（「
秋
夜
長
」）
を
下
賜
さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

あ
き
の
よ
の
な
か（

が
）く

な
る
こ
そ
う
れ
し
け
れ
よ
む
ま
き
〳
〵
の

数
を
つ
く
し
て

崇
徳
天
皇
（
第
七
十
五
代
）・
安
徳
天
皇
（
第
八
十
一
代
）

　

明
治
維
新
は
、
幕
府
に
よ
つ
て
各
地
に
奉
遷
（
配
流
）
さ
れ
た
ま

ま
、
無
念
の
中
に
崩
御
さ
れ
た
皇
霊
を
慰
め
、
追
祭
す
る
た
め
の
千

載
一
遇
の
機
会
と
な
つ
た
。
そ
の
嚆こ

う

矢し

と
な
つ
た
の
が
、
保
元
元
年

（
一
一
五
六
）
七
月
、
保
元
の
乱
に
敗
れ
て
讃
岐
に
奉
遷
さ
れ
た
崇す

徳と
く

上
皇
（
崇
徳
天
皇
）
で
あ
る
。

　

孝
明
天
皇
は
、
文
久
三
年
か
ら
慶
応
元
年
に
か
け
て
歴
代
天
皇
八

十
七
陵
（
火
葬
所
を
含
む
と
百
九
箇
所
）
の
修
陵
を
終
へ
て
ゐ
る
が

（
（（
（

、

文
久
三
年
は
丁
度
崇
徳
天
皇
七
百
年
忌
に
当
つ
て
ゐ
た
た
め
、
崇
徳

天
皇
の
神
霊
を
京
都
に
迎
へ
よ
う
と
さ
れ
た
。『
明
治
天
皇
紀
』
慶

応
二
年
十
一
月
十
六
日
の
記
事
に
は
、
こ
の
こ
と
が
次
の
や
う
に
記

さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

「
崇
徳
天
皇
無
限
の
恨う

ら
み

を
懐い

だ

き
て
讃
岐
国
に
崩
じ
た
ま
ひ
し
よ

り
政
権
武
門
に
帰
し
、
皇
室
式
微
已す

で

に
久
し
、
去
る
文
久
三
年

同
天
皇
七
百
年
聖
忌
に
丁あ

た

り
、
神
霊
を
京
都
に
奉
還
し
て
之
れ

を
慰
め
た
て
ま
つ
る
べ
し
と
の
議
あ
り
、
尋つ

い
で
慶
応
元
年
陵

所
の
修
復
を
も
見
た
る
が
、
是
に
至
り
て
社
殿
の
造
営
に
著
手

せ
ら
れ
し
な
り
」

　

し
か
し
同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
孝
明
天
皇
は
崩
御
さ
れ
た
の
で
、

明
治
天
皇
が
そ
の
ご
遺
志
を
継
が
れ
、
明
治
元
年
八
月
二
十
六
日
、

こ
の
社
殿
を
「
白し

ら

峯み
ね

宮ぐ
う

」
と
命
名
し
た
。
同
年
九
月
六
日
、
還
遷
の

儀
が
あ
り
、
讃
岐
か
ら
神
霊
を
お
迎
へ
す
る
と
と
も
に
、
勅
使
を
白

峯
宮
に
参
向
さ
せ
、
天
皇
は
清
涼
殿
に
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
れ
た
。

明
治
六
年
六
月
九
日
、
白
峯
宮
は
官
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

ま
た
、
安あ

ん

徳と
く

天
皇
は
寿
永
四
年
（
一
一
八
五
）、
源
平
合
戦
に
敗
れ

た
平
家
の
犠
牲
と
な
り
、
僅
か
八
歳
に
し
て
壇
ノ
浦
の
海
底
に
崩
じ

ら
れ
た
。
天
皇
の
御
陵
は
阿
弥
陀
寺
（
下
関
市
）
の
御
影
堂
に
あ
つ

た
が
、
明
治
八
年
十
月
七
日
、
安
徳
天
皇
社
（
御
影
堂
）
は
白
峯
宮

に
準
じ
て
「
赤あ

か

間ま

宮ぐ
う

」
と
改
称
さ
れ
、
官
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
た

（
（（
（

。

　

明
治
九
年
九
月
二
十
一
日
、
明
治
天
皇
は
赤
間
宮
宮
司
の
請
ひ
に

よ
つ
て
、
同
宮
に
御
製
を
二
首
（「
神
徳
日
新
」「
壇
浦
懐
古
」）、
奉
納

さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

ひ
ら
け
ゆ
く
道
の
の
り
と
も
な
り
ぬ
べ
く
神
の
を
し
へ
の
い
や

さ
か
え
つ
つ

豊
浦
潟
千
船
も
も
ふ
ね
い
り
み
だ
れ
波
に
し
づ
み
し
昔
を
ぞ
思
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そ
の
後
、
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
五
日
に
な
つ
て
、
官
幣
中
社

赤
間
宮
内
の
御
影
堂
旧
地
は
正
式
に
安
徳
天
皇
阿
弥
陀
寺
陵
と
し
て

治
定
さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

弘
文
天
皇
（
第
三
十
九
代
）・
淳
仁
天
皇
（
第
四
十
七
代
）・

仲
恭
天
皇
（
第
八
十
五
代
）

　

こ
の
お
三
方
は
、
明
治
の
御
代
に
な
つ
て
初
め
て
皇
統
に
加
へ
ら

れ
た
た
め
、
多
少
時
代
が
前
後
す
る
が
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
述
べ
て

お
く
。

　

弘こ
う

文ぶ
ん

天
皇
は
、
天
智
天
皇
の
皇
子
で
あ
つ
た
大
友
皇
子
の
こ
と
で

あ
る
。
天
皇
の
崩
御
後
、
大お

お

海あ
ま
の人

皇
子
（
天
武
）
の
起
し
た
壬
申
の

乱
（
六
七
二
）
に
敗
れ
て
亡
く
な
ら
れ
た
。
即
位
し
た
と
い
ふ
は
つ

き
り
し
た
証
拠
は
残
つ
て
ゐ
な
い
が
、『
大
日
本
史
』
や
頼
山
陽
の

『
日
本
政
記
』
は
大
友
皇
子
即
位
説
を
採
つ
て
ゐ
た
。

　

淳
じ
ゅ
ん

仁に
ん

天
皇
は
、
恵え

美み
の

押お
し

勝か
つ

の
乱
（
天
平
宝
字
八
・
七
六
四
）
の
際
、

孝
謙
上
皇
に
よ
つ
て
淡
路
に
奉
遷
さ
れ
、
そ
の
地
で
崩
御
さ
れ
た
が
、

天
皇
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
淡
路
廃
帝
」
と
呼
ば
れ
て

ゐ
た
。

　

仲
ち
ゅ
う

恭き
ょ
う

天
皇
は
、
承
久
の
変
（
一
二
二
一
）
で
佐
渡
に
奉
遷
さ
れ
た

順
徳
上
皇
の
第
一
皇
子
。
僅
か
四
歳
で
践
祚
さ
れ
た
が
、
七
十
八
日

間
で
廃
位
と
な
り
、「
九
条
廃
帝
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

以
上
の
お
三
方
の
内
、
淡
路
廃
帝
に
つ
い
て
は
明
治
元
年
八
月
、

神
霊
を
京
都
に
奉
還
し
、
天
皇
と
し
て
の
諡し

号ご
う

（
贈
り
名
）
を
奉
る

べ
き
だ
と
の
建
白
が
あ
り
、
明
治
三
年
五
月
、
神
祇
官
も
三
帝
の
諡

号
に
つ
き
建
議
す
る
等
の
こ
と
が
あ
つ
て
、
七
月
二
十
三
日
、
大
友

帝
に
「
弘
文
天
皇
」、
淡
路
廃
帝
に
「
淳
仁
天
皇
」、
九
条
廃
帝
に

「
仲
恭
天
皇
」
と
追
諡
す
る
こ
と
に
な
つ
た

（
（（
（

。
淳
仁
天
皇
は
明
治
六

年
十
二
月
二
十
四
日
、
前
述
し
た
官
幣
中
社
白
峯
宮
に
合
祀
さ
れ
て

ゐ
る

（
（（
（

。後
鳥
羽
天
皇
（
第
八
十
二
代
）・
土
御
門
天
皇
（
第
八
十
三

代
）・
順
徳
天
皇
（
第
八
十
四
代
）

　

承
久
三
年
（
一
二
二
一
）、
後
鳥
羽
上
皇
が
発
動
さ
れ
た
承
久
の
変

は
、
幕
府
政
治
の
打
倒
・
天
皇
政
治
の
復
権
を
目
指
さ
れ
た
点
に
お

い
て
、
正
に
維
新
の
先せ

ん

蹤し
ょ
うで

あ
つ
た
。
こ
の
年
、
幕
府
に
よ
つ
て
後

鳥
羽
上
皇
は
隠
岐
へ
、
順
徳
上
皇
は
佐
渡
へ
奉
遷
と
な
り
、
土つ

ち

御み

門か
ど

上
皇
も
土
佐
国
（
後
に
阿
波
国
）
に
移
ら
れ
た
。

　

明
治
元
年
九
月
、
崇
徳
天
皇
の
ご
神
霊
を
讃
岐
か
ら
京
都
に
奉
還

の
上
、
白
峯
宮
を
創
建
さ
れ
た
前
例
に
倣
ひ
、
こ
の
三
上
皇
に
つ
い

て
も
、
奉
遷
先
の
御
陵
か
ら
帝
都
の
地
に
奉
還
す
べ
き
で
あ
る
と
の

建
白
が
あ
つ
た
こ
と
が
き
つ
か
け
と
な
り
、
明
治
六
年
十
月
七
日
、

そ
れ
ぞ
れ
の
配
所
で
崩
御
さ
れ
た
後
鳥
羽
天
皇
・
土
御
門
天
皇
・
順

徳
天
皇
の
神
霊
還
幸
式
が
行
は
れ
、
三
天
皇
の
神
霊
は
官
幣
中
社
水み
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無な

瀬せ

宮ぐ
う

に
合
祀
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た

（
（（
（

。

　

ま
た
、
明
治
十
一
年
九
月
の
北
陸
・
東
海
巡
幸
中
の
こ
と
で
あ
る

が
、「
途み

ち

出
雲
崎
を
過よ

ぎ

り
、
海
を
隔
て
て
遥
に
佐
渡
を
望
ま
せ
ら
れ
、

慨が
い

然ぜ
ん

往
時
を
追
懐
し
」、
侍
従
を
差
遣
し
て
順
徳
天
皇
の
遺
跡
を
調

査
さ
れ
た
。
明
治
十
九
年
六
月
に
は
、
順
徳
天
皇
の
建
碑
の
補
助
の

た
め
、
金
二
百
円
を
下
賜
さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

後
醍
醐
天
皇
（
第
九
十
六
代
）

　

後
鳥
羽
上
皇
の
志
を
継
が
れ
た
の
は
、
鎌
倉
幕
府
に
よ
つ
て
隠
岐

に
奉
遷
さ
れ
た
が
、
幕
府
滅
亡
後
、
隠
岐
よ
り
還
幸
さ
れ
、
建
武
中

興
（
建
武
の
新
政
）
を
実
現
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇
で
あ
つ
た
。
後
醍

醐
天
皇
は
新
政
の
瓦
解
後
、
吉
野
に
南
朝
を
開
か
れ
、
吉
野
の
地
で

崩
御
さ
れ
た
。

　

後
醍
醐
天
皇
の
崩
御
後
、
皇
子
の
後
村
上
天
皇
が
尊
像
を
吉
水
院

に
安
置
し
、
仏
教
式
の
供
養
を
行
つ
て
ゐ
た
が
、
明
治
六
年
十
二
月
、

神
仏
分
離
令
に
よ
り
吉
水
院
を
「
後
醍
醐
天
皇
社
」
と
改
称
し
、
明

治
八
年
二
月
、
更
に
「
吉よ

し

水み
ず

神
社
」
と
改
称
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日
、
明
治
天
皇
の
ご
意
向

に
よ
り
、
改
め
て
官
幣
中
社
・
吉
野
宮
を
創
建
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
七
日
、
吉
水
神
社
か
ら
後
醍
醐
天
皇
尊
像

を
お
遷
し
し
、
鎮
座
式
が
斎
行
さ
れ
た
。
明
治
天
皇
は
勅
使
を
参
向

せ
し
め
、
霊
代
を
奉
納
し
、
奉
告
祭
が
行
は
れ
た
。
明
治
三
十
四
年

八
月
八
日
に
は
、
官
幣
大
社
に
列
し
て
ゐ
る

（
（（
（

。

さ
く
ら
さ
く
春
な
ほ
寒
し
み
よ
し
野
の
吉
野
の
宮
の
昔
お
も
へ

ばみ
よ
し
野
の
吉
野
の
お
く
に
宮
居
し
て
し
の
び
ま
し
け
む
み
よ

を
こ
そ
お
も
へ

　

こ
の
二
首
は
、
前
者
（「
思
古
宮
」）
が
明
治
三
十
七
年
、
後
者

（「
を
り
に
ふ
れ
た
る
」）
が
明
治
三
十
八
年
の
御
製
で
あ
る
。
多
く
の

若
者
を
死
地
に
追
ひ
や
つ
た
日
露
戦
争
の
苦
境
の
さ
中
に
あ
つ
て
、

「
春
な
ほ
寒
し
…
吉
野
の
宮
の
昔
」
を
懐
古
し
、
何
事
も
「
忍
び
ま

し
け
む
御
代
」
に
我
が
身
を
擬な

ぞ
らへ

ら
れ
た
も
の
と
拝
察
す
る
。

護
良
親
王
・
宗
良
親
王
・
懐
良
親
王

　

征
夷
大
将
軍
で
あ
つ
た
護も

り

良よ
し

親
王
（
大お

お

塔と
う
の

宮み
や

、
後
醍
醐
天
皇
の
皇

子
）
は
、
正
成
と
と
も
に
南
朝
最
大
の
忠
臣
で
あ
つ
た
が
、
建
武
二

年
（
一
三
三
五
）、
鎌
倉
で
幕
府
（
足
利
直
義
）
の
た
め
に
悲
運
の
最

期
を
遂
げ
ら
れ
た
。
後
醍
醐
天
皇
に
対
す
る
国
家
的
祭
祀
の
開
始
は
、

前
記
の
如
く
明
治
中
期
の
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
、
護
良
親
王
に
対

す
る
祭
祀
は
、
楠
木
正
成
（
後
述
）
と
並
ん
で
、
最
も
早
い
部
類
に

属
す
る
。
即
ち
、
戊
辰
戦
争
最
中
の
明
治
元
年
七
月
二
十
三
日
に
は

「
征
夷
大
将
軍
護
良
親
王
の
祭
日
に
丁あ

た

る
を
以
て
、
河
東
操
練
場
に

於
て
其
の
霊
を
祭
る
、
神
祇
官
祭
事
を
掌
る
」
と
の
記
事
が
見
え
る

（
（（
（

。

　

明
治
二
年
二
月
十
三
日
、
天
皇
は
護
良
親
王
と
宗む

ね

良よ
し

親
王
の
神
社
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を
、「
両
親
王
は
倶と

も

に
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
に
し
て
、
元
弘
以
後
天

業
の
恢
復
に
力
を
尽
し
、
勲
業
甚
だ
大
な
り
」
と
し
て
、
鎌
倉
と
井い

伊い
の

谷や

に
創
建
す
べ
き
こ
と
を
お
命
じ
に
な
つ
て
ゐ
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
同
年
六
月
、
社
殿
落
成
せ
る
に
よ
つ
て
「
鎌
倉
宮
」
の
社
号
を

下
賜
し
、
七
月
二
十
一
日
、
鎮
座
式
が
行
は
れ
た

（
（（
（

。

　

明
治
六
年
四
月
十
六
日
、
天
皇
は
鎌
倉
宮
を
親
し
く
御
拝
さ
れ
て

ゐ
る
が
、
天
皇
の
深
い
思
召
が
窺
へ
る
の
は
『
明
治
天
皇
紀
』
の
次

の
記
事
で
あ
る

（
（（
（

。

「
東
京
に
還
幸
の
後
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
勅

み
こ
と
の
りし

て
曰
く
、

〔
護
良
〕
親
王
、
皇
室
式
微
、
武
臣
専
横
の
日
に
在
り
て
千
辛

万
苦
、
遂
に
能
く
鴻
業
を
恢
復
し
、
而
し
て
讒さ

ん

者し
ゃ

の
た
め
に
恨

う
ら
み

を
呑
み
て
薨こ

う

ず
、
朕
之
れ
を
憶お

も

ふ
毎
に
未
だ
嘗
て
流

り
ゅ
う

涕て
い

歔き
ょ

欷き

〔
す
す
り
泣
く
〕
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
、
今
親
し
く
其
の

遺
跡
を
弔と

ぶ
らひ

、
感
慨
殊
に
深
し
、
朕
幸
に
泰
平
の
気
運
に
膺あ

た

り

大
権
を
復
す
、
是
れ
祖
宗
の
遺
徳
と
股こ

肱こ
う

力
を
致
す
と
に
由よ

る

と
雖
も
、
亦
親
王
の
霊
、
冥め

い

々め
い

の
中
よ
り
翼
賛
す
る
も
の
な
し

と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
、
卿け

い

宜
し
く
之
れ
が
表
彰
を
図
る
べ
し
と
」

　

当
時
、
天
皇
は
未
だ
御
年
二
十
二
歳
の
青
年
で
あ
ら
れ
た
が
、
護

良
親
王
に
対
す
る
ご
尊
崇
の
一
様
で
な
い
の
を
知
る
に
足
る
。
尚
、

同
年
六
月
九
日
、
鎌
倉
宮
は
官
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

次
に
、
宗む

ね

良よ
し

親
王
は
同
じ
く
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
だ
が
、『
新
葉

和
歌
集
』
を
編
纂
し
た
歌
人
と
し
て
も
有
名
で
、
南
朝
の
精
神
を
後

代
に
残
す
上
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
明
治
五
年
一
月
二
十
日
、

鎌
倉
宮
に
準
じ
て
「
井い

伊い
の

谷や

宮ぐ
う

」
の
社
号
を
下
賜
さ
れ
、
鎮
座
式
を

行
ひ
、
明
治
六
年
六
月
九
日
、
鎌
倉
宮
と
と
も
に
官
幣
中
社
に
列
せ

ら
れ
た
。
明
治
十
一
年
十
月
二
十
八
日
、
北
陸
・
東
海
巡
幸
の
途
次
、

奉
幣
使
を
参
向
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

懐か
ね

良よ
し

親
王
も
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
の
一
人
。「
征
西
大
将
軍
」
と

し
て
、
九
州
に
お
け
る
南
朝
勢
力
の
中
心
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
明

治
十
三
年
八
月
三
日
、
懐
良
親
王
及
び
後
村
上
天
皇
皇
子
の
良よ

し

成な
り

親

王
（
懐
良
親
王
の
次
の
征
西
将
軍
）
を
祀
る
神
社
を
創
建
し
た
い
と
い

ふ
八
代
町
民
の
請
願
を
ご
嘉
納
に
な
り
、
懐
良
親
王
を
主
祭
神
、
良

成
親
王
を
配
祀
と
す
る
官
幣
中
社
「
八や

つ

代し
ろ

宮ぐ
う

」
の
創
建
を
命
じ
ら
れ

た
。
社
殿
完
成
後
の
明
治
十
七
年
四
月
二
十
日
、
鎮
座
祭
が
行
は
れ

て
ゐ
る

（
（（
（

。
楠
木
正
成
・
楠
木
正
行

　

さ
て
、
明
治
維
新
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
へ
た
人
物
と
い
へ
ば
、

衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
は
楠
木
正ま

さ

成し
げ

で
あ
る
。
元
禄
五
年
（
一
六

九
二
）、
水
戸
光
圀
が
楠
公
終
焉
の
地
・
湊

み
な
と

川が
わ

に
「
嗚あ

呼あ

忠
臣
楠な

ん

子し

之
墓
」
の
碑
を
刻
ん
で
よ
り
、
正
成
を
慕
ふ
信
条
は
、
全
て
の
維
新

の
志
士
に
共
通
し
て
ゐ
た
と
言
つ
て
よ
い
。

　

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
明
治
元
年
四
月
二
十
一
日
、
天
皇
は
勅
し
て
湊

川
の
地
に
楠
社
造
営
の
た
め
金
千
両
を
下
賜
さ
れ
た
が
、「
是
れ
を
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以
て
維
新
以
後
人
臣
祀
祭
の
嚆こ

う

矢し

と
為
す
」
と
『
明
治
天
皇
紀
』
は

記
し
て
ゐ
る

（
（（
（

。
明
治
五
年
五
月
二
十
四
日
、
鎮
座
式
を
行
ひ
、「
湊

川
神
社
」
の
社
号
を
下
賜
し
、
別
格
官
幣
社
に
列
せ
ら
れ
た
。
別
格

官
幣
社
は
国
家
に
功
績
の
あ
つ
た
個
人
を
祀
る
神
社
の
社
格
と
し
て

設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
湊
川
神
社
は
そ
の
指
定
第
一
号
と
な
つ
た
。

天
皇
は
明
治
五
年
七
月
八
日
、
西
国
巡
幸
の
途
次
、
勅
使
を
差
遣
さ

れ
た
の
を
は
じ
め
、
明
治
十
三
年
七
月
二
十
日
に
は
正
成
に
正
一
位

を
追
贈
さ
れ
た
。
明
治
十
八
年
八
月
十
日
、
山
陽
道
巡
幸
の
際
に
も

湊
川
神
社
五
百
五
十
年
祭
に
当
り
、
勅
使
を
差
遣
さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

正
成
に
対
す
る
天
皇
の
思
召
は
、
明
治
三
十
五
年
に
詠
ま
れ
た
次

の
御
製
（「
湊
川
懐
古
」）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

あ
た（

だ
）波

を
ふ
せ
ぎ
し
人
は
み
な
と
川
神
と
な
り
て
ぞ
世
を
守
る

ら
む

　

楠
木
正ま

さ

行つ
ら

（
小
楠
公
）
は
、
正
成
（
大
楠
公
）
の
嫡
男
で
あ
り
、
正

成
と
の
「
桜
井
の
別
れ
」
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
正

し
ょ
う

平へ
い

三
年

（
一
三
四
八
）、
四し

条じ
ょ
う

畷な
わ
ての

戦
ひ
で
戦
死
し
た
。
明
治
二
十
二
年
十
二

月
十
六
日
、
国こ

く

帑ど

金き
ん

一
万
三
千
円
を
下
付
し
て
正
行
を
祀
る
神
社
を

創
建
せ
し
め
、
別
格
官
幣
社
「
四
条
畷
神
社
」
の
社
号
を
下
賜
さ
れ

た
。
明
治
三
十
年
四
月
六
日
に
は
、
死
後
五
百
五
十
年
の
大
祭
が
あ

り
、
従
二
位
を
追
贈
さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

明
治
三
十
一
年
の
御
製
（「
桜
井
里
」）
は
、
次
の
や
う
に
桜
井
の

別
れ
を
歌
つ
て
ゐ
る
。

子
わ
か
れ
の
松
の
し
づ
く
に
袖
ぬ
れ
て
昔
を
し
の
ぶ
さ
く
ら
ゐ

の
里

新
田
義
貞

　

だ
が
、
幼
少
期
の
天
皇
に
と
つ
て
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
、
正
成
で
は
な

く
、
鎌
倉
幕
府
を
打
倒
し
た
新
田
義よ

し

貞さ
だ

だ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
そ
の

証
拠
に
、
次
の
や
う
な
侍
従
の
回
想
が
残
つ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

「
或
時
陛
下
に
は
余
に
向
は
せ
ら
れ
、『
お
前
は
賊
と
な
れ
、
朕わ

し

は
新
田
義
貞
と
な
つ
て
朝
敵
を
征
伐
す
る
』
と
仰
せ
ら
れ
た
の

で
、
御ご

錠じ
ょ
うを

畏か
し

こ
み
、
余
は
賊
軍
と
な
つ
た
が
、
烈
し
く
陛
下

に
追
ひ
ま
く
ら
れ
、
御
苑
中
を
逃
げ
廻
つ
た
時
の
苦
し
か
つ
た

事
は
今
で
も
猶な

お

忘
れ
ぬ
」

　

幼
き
日
の
天
皇
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
、
正
成
で
な
く
義
貞
だ
つ
た
こ
と

は
、
明
治
十
一
年
以
前
の
最
初
期
の
御
製
と
し
て
、
次
の
や
う
な
お

歌
（「
新
田
義
貞
」）
は
残
つ
て
ゐ
る
が
、
正
成
を
詠
ん
だ
お
歌
は
残

つ
て
ゐ
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

（
（（
（

。

な
げ
入
れ
し
つ
る
ぎ
の
光
あ
ら
は
れ
て
千ち

尋ひ
ろ

の
海
も
陸く

が

と
な
り

ぬ
る

　
『
太
平
記
』
で
は
義
貞
の
軍
勢
が
稲い

な

村む
ら

ケが

崎さ
き

に
差
し
掛
か
つ
た
と

こ
ろ
、
海
が
満
潮
で
通
れ
な
か
つ
た
の
で
、
義
貞
が
太
刀
を
海
に
投

じ
た
と
こ
ろ
、
龍
神
が
呼
応
し
て
一
斉
に
潮
が
引
い
た
の
で
、
通
り

抜
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
右
の
御
製
は
、
そ
の
こ
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と
に
因
ん
だ
歌
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
義
貞
が
神
社
に
祀
ら
れ
る
の
は
、
正
成
よ
り
は
後
で
あ

る
。
即
ち
明
治
九
年
十
一
月
七
日
、「
左
近
衛
中
将
新
田
義
貞
の
忠

列
を
追
賞
あ
ら
せ
ら
れ
…
藤
島
神
社
の
号
を
賜
ひ
て
別
格
官
幣
社
に

列
し
」、
十
二
月
十
五
日
、
鎮
座
祭
を
斎
行
せ
し
め
ら
れ
、
正
三
位

を
追
贈
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
明
治
十
一
年
十
月
七
日
、
北
陸
巡
幸
の
途

次
に
は
藤
島
神
社
に
奉
幣
使
を
、
ま
た
義
貞
の
墳
墓
に
侍
従
を
発
遣

さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

官
位
に
つ
い
て
は
明
治
十
五
年
八
月
七
日
、
最
高
位
の
正
一
位
が

追
贈
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
『
明
治
天
皇
紀
』
は
次
の

や
う
に
述
べ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

「
是
れ
よ
り
先
、
明
治
十
三
年
七
月
楠
木
正
成
の
勤
王
の
遺
勲

を
追
思
し
、
正
一
位
を
贈ぞ

う

銜が
ん

し
た
ま
ふ
を
以
て
、
是
の
日
、
楠

木
・
新
田
二
氏
其
の
勲
績
に
於
て
軒け

ん

輊ち

す
る
〔
優
劣
〕
な
き
を

思
召
さ
れ
、
此
の
典
あ
り
」

　

要
す
る
に
、
天
皇
の
評
価
と
し
て
は
正
成
と
義
貞
は
同
等
と
見
做

さ
れ
て
ゐ
た
、
と
い
ふ
こ
と
だ
ら
う
。
明
治
三
十
一
年
七
月
二
十
二

日
、
社
殿
移
築
の
際
に
は
、
金
五
百
円
を
下
賜
さ
れ
て
も
ゐ
る

（
（（
（

。

菊
池
武
時
（
菊
池
一
族
）、
名
和
長
年

　

肥
後
の
菊
池
一
族
は
、
楠
木
一
族
同
様
、
尽
忠
に
徹
し
た
こ
と
で

有
名
で
あ
る
。
特
に
鎌
倉
幕
府
滅
亡
以
前
に
、
博
多
の
鎮
西
探
題
を

攻
撃
し
て
討
た
れ
た
菊
池
武た

け

時と
き

に
つ
い
て
は
、
建
武
中
興
後
に
正
成

が
「
忠
厚
尤も

っ
とも

第
一
た
る
か
」（『
太
平
記
』）
と
進
言
し
た
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
評
価
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
つ
た
。

　

明
治
十
一
年
一
月
十
日
、
天
皇
は
武
時
を
祀
る
菊
池
神
社
を
、
別

格
官
幣
社
に
列
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
こ
の
時
、
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐

よ
り
の
還
幸
に
功
の
あ
つ
た
名な

和わ

長な
が

年と
し

に
つ
い
て
も
、
長
年
を
祀
る

氏う
じ

殿ど
の

神
社
に
「
名
和
神
社
」
の
号
を
下
賜
さ
れ
、
別
格
官
幣
社
と
さ

れ
て
ゐ
る
。
明
治
十
六
年
八
月
六
日
、
菊
池
武
時
と
名
和
長
年
に
は
、

と
も
に
従
三
位
が
追
贈
さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

ま
た
、
明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
二
日
に
は
武
時
に
従
一
位
を
、

武
重
（
武
時
の
嫡
男
）・
武
光
（
武
時
の
子
で
懐
良
親
王
に
仕
へ
た
）
に

従
三
位
が
追
贈
さ
れ
た
。
明
治
四
十
四
年
十
一
月
十
五
日
、
菊
池
武

政
（
武
光
の
子
）・
武
朝
（
武
政
の
子
）
に
も
従
三
位
が
追
贈
さ
れ
て

ゐ
る

（
（（
（

。北
畠
親
房
、
村
上
義
光
、
万
里
小
路
藤
房

　

北
畠
親ち

か

房ふ
さ

は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
『
神
皇
正
統
記
』
の
著
者
で
あ

る
。
後
村
上
天
皇
に
仕
へ
、
南
朝
の
理
論
的
柱
石
と
な
つ
た
。
明
治

四
十
一
年
九
月
九
日
、
親
房
に
は
正
一
位
が
追
贈
さ
れ
た

（
（（
（

。

　

ま
た
、
同
年
十
一
月
十
三
日
に
奈
良
地
方
に
陸
軍
特
別
大
演
習
の

あ
つ
た
際
、
北
畠
親
房
と
村
上
義よ

し

光て
る

の
墳
墓
に
侍
従
武
官
を
遣
し
、

祭
祀
料
を
下
賜
さ
れ
て
ゐ
る
。
村
上
義
光
は
護
良
親
王
の
忠
臣
。
元
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弘
三
年
（
一
三
三
三
）、
皇
子
の
身
代
り
と
な
つ
て
憤
死
し
た
人
で
、

こ
の
時
に
従
三
位
を
追
贈
さ
れ
て
ゐ
る

（
（（
（

。

　

ま
た
、
万ま

里で
の

小こ
う

路じ

藤ふ
じ

房ふ
さ

は
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
の
公
家
。

昔
よ
り
名
を
の
こ
し
つ
る
笠
置
山
わ
が
の
ぼ
り
て
も
道
を
た
づ

ね
む

　

こ
れ
は
明
治
十
一
年
以
前
に
詠
ま
れ
た
、
若
き
日
の
天
皇
の
御
製

（「
中
納
言
藤
房
」）
で
あ
る
。
藤
房
は
元
弘
の
変
（
一
三
三
一
）
の
失
敗

後
、
後
醍
醐
天
皇
に
従
つ
て
笠
置
山
に
遁の

が

れ
た
。
建
武
の
新
政
で
中

納
言
と
な
る
が
、
天
皇
に
諫か

ん

言げ
ん

し
て
容い

れ
ら
れ
ず
、
出
家
・
隠
棲
し

た
。
諫
言
が
容
れ
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
か
ら
、
平
重
盛
・
楠
木
正
成

と
と
も
に
、
江
戸
時
代
に
は
「
日
本
三
忠
臣
」
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
ゐ
た
。
こ
の
御
製
は
、
天
皇
で
あ
る
自
分
は
笠
置
山
を
登
つ
て

で
も
道
を
尋
ね
た
い
、
即
ち
臣
下
の
諫
言
を
よ
く
聴
い
て
立
派
な
君

主
に
な
り
た
い
と
い
ふ
お
心
で
詠
ま
れ
た
も
の
か
、
と
拝
察
す
る
。

　

藤
房
へ
の
官
位
追
贈
の
記
事
は
『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
見
え
な
い

が
、
明
治
十
三
年
七
月
十
三
日
、
山
梨
・
三
重
・
京
都
巡
幸
の
際
、

草
津
の
藤
房
の
墳
墓
に
侍
従
を
差
遣
し
た
と
の
記
事
が
見
え
る

（
（（
（

。

南
北
朝
正
閏
問
題
と
明
治
天
皇

　

以
上
、
南
朝
の
忠
臣
に
対
す
る
明
治
天
皇
の
神
社
創
建
や
官
位
追

贈
の
記
事
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
南
朝
に
対
す
る
思
召
が
最
も
ス

ト
レ
ー
ト
な
形
で
示
さ
れ
た
の
は
、
明
治
末
年
の
南
北
朝
正
閏
問
題

を
通
じ
て
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
触
れ
る
前
に
、
南
北

両
朝
の
天
皇
方
に
対
し
て
、
明
治
天
皇
の
処
遇
の
相
違
が
確
認
で
き

る
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
を
、『
明
治
天
皇
紀
』
に
よ
つ
て
確
認
し

て
お
き
た
い
。

　

ま
づ
南
朝
で
あ
る
が
、
初
代
の
後
醍
醐
天
皇
に
つ
い
て
は
既
述
の

通
り
だ
が
、
第
二
代
の
後ご

村む
ら

上か
み

天
皇
（
第
九
十
七
代
）
に
つ
い
て
は
、

『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
記
載
が
な
い
。
第
三
代
の
長

ち
ょ
う

慶け
い

天
皇
（
第
九

十
八
代
）
は
大
正
十
五
年
に
皇
統
に
加
へ
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は

対
象
外
で
あ
る
。
第
四
代
の
後ご

亀か
め

山や
ま

天
皇
（
第
九
十
九
代
）
に
つ
い

て
の
み
、
明
治
四
年
七
月
十
五
日
、「
後
亀
山
天
皇
四
百
五
十
年
式

年
祭
を
神
祇
官
に
於
て
修
せ
し
め
、
侍
従
富と

み
の

小こ
う

路じ

敬ひ
ろ

直な
お

を
勅
使
と

し
て
参
向
せ
し
め
た
ま
ふ
、
又
嵯
峨
の
山
陵
に
京
都
府
知
事
長な

が

谷た
に

信の
ぶ

篤あ
つ

を
遣
は
し
て
幣
物
を
供
進
せ
し
め
ら
る
」
と
の
記
述
が
見
え
る

（
（（
（

。

　

一
方
、
北
朝
初
代
の
光こ

う

厳ご
ん

天
皇
に
つ
い
て
は
、
文
久
二
年
三
月
七

日
、「
光
厳
天
皇
五
百
忌
聖
忌
に
丁あ

た

る
を
以
て
、〔
孝
明
〕
天
皇
、
先せ

ん

蹤し
ょ
うに

依
り
山
陵
所
在
の
丹
波
国
常
照
寺
に
金
品
を
下
賜
せ
ら
れ
、

〔
睦
仁
〕
親
王
亦
白
銀
二
枚
を
賜
ひ
て
回え

向こ
う

の
資か

て

に
充
て
し
め
ら
る
」

と
の
記
事
が
見
え
る

（
（（
（

。
以
後
、
第
二
代
の
光こ

う

明み
ょ
う

天
皇
、
第
三
代
の

崇す
う

光こ
う

天
皇
、
第
五
代
の
後ご

円え
ん

融ゆ
う

天
皇
と
も
に
『
明
治
天
皇
紀
』
に
は

記
載
が
な
く
、
第
四
代
の
後ご

光こ
う

厳ご
ん

天
皇
に
つ
い
て
の
み
、
明
治
六
年

二
月
二
十
六
日
、「
後
光
厳
天
皇
五
百
年
式
年
祭
を
行
は
せ
ら
れ
る
、

御
不
例
に
よ
り
侍
従
山
岡
鉄
太
郎
を
し
て
代
拝
せ
し
め
た
ま
ふ
、
又
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京
都
府
知
事
以
下
を
し
て
陵
祭
を
執
行
せ
し
め
ら
る
」
と
の
記
事
が

見
え
る

（
（（
（

。

　

こ
の
や
う
な
記
事
に
照
し
見
る
と
、
後
醍
醐
天
皇
は
別
格
で
あ
る

が
、
南
朝
の
天
皇
方
と
北
朝
の
天
皇
方
と
の
扱
ひ
に
、
特
段
の
懸け

ん

隔か
く

が
あ
つ
た
と
は
思
は
れ
な
い
。
文
部
省
で
は
明
治
三
十
六
年
以
降
、

国
定
歴
史
教
科
書
を
編
纂
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
文
部
省
に
し
て

み
れ
ば
、「
天
朝
に
在あ

り

て
未
だ
南
北
の
天
皇
に
対
し
御
差
別
な
き
に
、

臣
下
に
於
て
私
に
天
位
に
関
し
て
正
閏
を
定
む
る
は
僭
越
の
甚
し
き

も
の
に
し
て
恐
懼
に
堪
え
ず
」（
小
松
原
英
太
郎
文
相
）
と
い
ふ
消
極

的
理
由
か
ら

（
（（
（

、
教
科
書
起
草
委
員
た
る
三み

上か
み

参さ
ん

次じ

・
田
中
義よ

し

成な
り

・
喜き

田だ

貞さ
だ

吉き
ち

等
の
見
解
に
よ
つ
て
、
南
北
朝
両
立
論
の
立
場
を
採
つ
た
と

い
ふ
の
が
真
相
の
や
う
で
あ
る

（
（（
（

。

　

し
か
し
、
明
治
以
降
の
官
撰
私
撰
の
歴
史
書
の
多
く
は
、
南
朝
を

正
統
と
し
た
『
大
日
本
史
』
に
倣
ひ
、
南
朝
正
統
説
を
採
つ
て
ゐ
た
。

大
多
数
の
国
民
の
信
念
も
ま
た
そ
こ
に
あ
つ
た
か
ら
、
国
定
教
科
書

は
南
朝
を
正
統
と
す
る
国
民
の
信
念
と
齟そ

齬ご

す
る
と
い
ふ
批
判
が
、

明
治
四
十
四
年
に
な
つ
て
澎ほ

う

湃は
い

と
し
て
湧
き
起
つ
た
。
こ
れ
が
南
北

朝
正
閏
問
題
で
、
折
か
ら
大
逆
事
件
の
起
つ
た
直
後
の
こ
と
で
も
あ

り
、
政
治
問
題
に
ま
で
発
展
し
て
、
教
科
書
執
筆
者
の
喜
田
貞
吉
は

休
職
処
分
と
な
つ
た
。

　

同
年
二
月
二
十
八
日
、
桂
太
郎
首
相
は
南
朝
正
統
説
を
採
る
べ
き

旨
を
上
奏
、
枢
密
院
の
諮
詢
を
経
て
、
三
月
三
日
、
上
奏
の
通
り
南

朝
を
正
統
と
す
る
旨
の
聖
裁
が
下
さ
れ
た
が

（
（（
（

、
天
皇
は
こ
の
時
、
心

配
の
余
り
別
に
奏
上
し
た
枢
密
院
議
長
山
縣
有
朋
に
対
し
、
次
の
や

う
に
仰
ら
れ
た
さ
う
で
あ
る

（
（（
（

。

「
南
朝
正
統
の
議
定
れ
る
こ
と
久
し
。
明
治
維
新
の
大
業
は
、

実
に
建
武
中
興
の
遺い

猷ゆ
う

を
継
ぎ
て
成
る
。
こ
の
事
朕
さ
き
に
こ

れ
を
吉
野
神
宮
に
告
ぐ
。
今
に
及
び
て
は
何
ぞ
遽に

わ

か
に
こ
れ
を

変
更
せ
ん
や
。
人
は
或
は
欺あ

ざ
むく

べ
し
。
祖
宗
の
神
霊
は
豈
罔な

み

す

べ
け
ん
や
。
卿け

い

其
れ
意
を
安
ん
じ
て
可
な
り
。」

　

し
か
し
、
同
時
に
天
皇
は
、「
光
厳
・
光
明
・
崇
光
・
後
光
厳
・

後
円
融
の
各
天
皇
に
対
し
て
は
尊
崇
の
思
召
に
よ
り
尊
号
・
御
陵
・

御
祭
典
等
総
て
従
来
の
儘ま

ま

た
る
べ
き
旨
を
命
じ
た
ま
ふ
」
た
の
で
あ

つ
た

（
（（
（

。
南
朝
を
正
統
と
認
め
、
か
つ
北
朝
の
天
皇
も
祭
祀
は
従
前
通

り
と
す
る
こ
の
ご
聖
断
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
明
治
天
皇
の
国
史
に

対
す
る
ご
認
識
か
ら
言
つ
て
も
、
当
然
の
御
判
断
だ
つ
た
や
う
に
思

は
れ
る
。

ま
と
め

　

明
治
天
皇
は
北
朝
の
後こ

う

胤い
ん

だ
が

（
（（
（

、
南
朝
を
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

と
す
る
明
治
政
府
は
、「
神
武
創
業
」
に
回
帰
す
る
と
同
時
に
、
維

新
の
当
初
か
ら
南
朝
の
忠
臣
の
名
誉
回
復
と
顕
彰
に
努
め
た
。

　

さ
う
い
ふ
環
境
の
中
で
育
つ
た
若
き
明
治
天
皇
に
と
つ
て
、
神
武

天
皇
が
最
大
の
理
想
像
と
な
つ
た
の
は
、
或
る
意
味
で
は
当
然
の
結
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果
だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
神
武
天
皇
に
対
す
る
明
治
天

皇
の
敬
仰
は
、
型
通
り
の
形
式
的
な
も
の
で
は
な
く
、
衷
心
か
ら
の

も
の
で
あ
つ
た
。
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
御
製
が
、
そ
の
こ
と
を
物

語
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
。
神
武
天
皇
に
次
い
で
は
、
後
醍
醐
天
皇

へ
の
ご
尊
崇
が
篤
か
つ
た
。
こ
の
お
二
人
に
は
共
通
点
が
あ
り
、
日

露
戦
争
と
い
ふ
未
曾
有
の
戦
乱
の
さ
中
で
天
皇
の
精
神
的
支
へ
と
な

つ
た
の
は
、
戦
乱
の
中
か
ら
こ
の
国
を
建
国
に
導
い
た
神
武
天
皇
と
、

後
醍
醐
天
皇
の
苦
難
の
ご
事
績
で
あ
つ
た
。

　

皇
族
の
中
で
は
、
護
良
親
王
に
対
し
て
特
に
深
い
思
召
が
窺
へ
る
。

　

臣
下
で
は
、「
維
新
以
後
人
臣
祀
祭
の
嚆
矢
」
と
な
つ
た
正
成
、

表�

①　

維
新
以
降
、
顕
彰
の
こ
と
が
議
に
上
つ
た
人
物
（
早
い
順
）
と
、
創
建
さ
れ
た
神
社
・
最
終
官
位

順
位

年
月（
明
治
）

人
物
名

創
建
神
社

社
格
（
班
列
年
）

最
終
官
位
（
叙
位
年
）

1

元
年
4
月

楠
木
正
成

湊
川
神
社

別
格
官
幣
社
（
明
治
5
）
正
一
位
（
明
治
13
）

2

　
　

7
月

護
良
親
王

鎌
倉
宮

官
幣
中
社
（
明
治
6
）

対
象
外

3

　
　

7
月

菊
地
武
時

菊
池
神
社

別
格
官
幣
社
（
明
治
11
）
従
一
位
（
明
治
35
）

4

2
年
2
月

宗
良
親
王

井
伊
谷
宮

官
幣
中
社
（
明
治
6
）

対
象
外

5

3
年
12
月

新
田
義
貞

藤
島
神
社

別
格
官
幣
社
（
明
治
9
）
正
一
位
（
明
治
15
）

6

4
年
5
月

後
醍
醐
天
皇

吉
野
宮

官
幣
大
社
（
明
治
34
）

対
象
外

7

6
年
8
月

懐
良
親
王

八
代
宮

官
幣
中
社
（
明
治
17
）

対
象
外

8

11
年
1
月

名
和
長
年

名
和
神
社

別
格
官
幣
社
（
明
治
11
）
従
三
位
（
明
治
16
）

9

11
年
9
月

北
畠
親
房

　
　

顕
家

阿
倍
野
神
社

別
格
官
幣
社
（
明
治
15
）
正
一
位
（
明
治
41
）

従
一
位
（
不
明
）

10

15
年
3
月

結
城
宗
広

結
城
神
社

別
格
官
幣
社
（
明
治
15
）
正
三
位
（
明
治
38
）

11

15
年
6
月

藤
原
師
賢

小
御
門
神
社

別
格
官
幣
社
（
明
治
15
）
な
し

12

18
年
4
月

北
畠
親
房
・
顕
家

　
　

顕
信
・
盛
親

霊
山
神
社

別
格
官
幣
社
（
明
治
18
）
9
に
同
じ

（
不
明
）

13

22
年
12
月

楠
木
正
行

四
条
畷
神
社

別
格
官
幣
社
（
明
治
22
）
従
二
位
（
明
治
30
）

14

23
年
9
月

尊
良
親
王

恒
良
親
王

金
崎
宮

官
幣
中
社
（
明
治
23
）

　
　
　
　

（
25
合
祀
）

対
象
外

そ
し
て
義
貞
で
あ
ら
う
。
義
貞
は
天
皇
に
と

つ
て
少
年
時
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
り
、
正
成
に

優
る
と
も
劣
ら
な
い
思
ひ
入
れ
が
あ
つ
た
。

　

最
後
に
、
天
皇
・
皇
族
・
臣
下
の
別
な
く
、

維
新
以
降
、
顕
彰
の
こ
と
が
議
に
上
つ
た
人

物
名
と
、
創
建
さ
れ
た
神
社
の
社
格
、
追
贈

さ
れ
た
最
終
官
位
（
天
皇
・
皇
族
は
対
象
外
）

を
、
早
い
順
に
一
覧
表
で
掲
げ
て
お
く
（
表

①
参
照
、
神
武
天
皇
は
既
に
幕
末
か
ら
議
に
上
つ

て
ゐ
る
の
で
、
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
）。
こ
れ
は
明

治
天
皇
の
人
物
評
価
の
順
位
を
示
す
も
の
で

は
な
い
が
、「
明
治
初
年
に
お
け
る
維
新
関

係
の
政
府
要
人
の
関
心
の
範
囲
と
順
位
」
を

示
す
も
の
と
し
て
、
或
る
程
度
の
参
考
に
な

ら
う
か
と
思
は
れ
る

（
（（
（

。
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註（
1
）　�

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
渡
辺
幾
治
郎
『
明
治
天
皇
と
輔
弼
の

人
々
』（
千
倉
書
房
、
昭
和
十
三
年
）、
沼
田
哲
編
『
明
治
天
皇
と

政
治
家
群
像
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
四
年
）
で
あ
ら
う
。
前

者
は
、
維
新
期
の
志
士
や
天
皇
の
側
近
、
明
治
の
元
勲
等
を
殆
ど

網
羅
し
た
感
が
あ
る
。
後
者
は
、
明
治
天
皇
と
元
田
永
孚
、
木
戸

孝
允
、
徳
大
寺
実
則
、
加
藤
弘
之
・
西
村
茂
樹
、
谷
干
城
、
伊
藤

博
文
、
三
条
実
美
と
の
関
係
を
論
じ
た
七
篇
の
論
文
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
尚
、
渡
辺
は
後
に
刊
行
し
た
『
明
治
天
皇
の
聖
徳　

重

臣
』（
千
倉
書
房
、
昭
和
十
六
年
）、『
明
治
天
皇
』
上
下
（
文
化

資
料
調
査
会
、
昭
和
三
十
三
年
）
で
も
、
ほ
ぼ
同
一
の
主
張
を
繰

り
返
し
て
ゐ
る
。

（
2
）　�『
明
治
天
皇
と
輔
弼
の
人
々
』
三
六
六
～
三
七
五
頁
。『
明
治
天
皇

の
聖
徳　

重
臣
』
三
八
七
～
三
九
六
頁
、『
明
治
天
皇
』
下
巻
、

三
九
九
～
四
〇
六
頁
。
こ
こ
で
は
大
石
良
雄
、
藤
田
東
湖
、
蒲
生

君
平
・
高
山
彦
九
郎
、
平
野
次
郎
國
臣
等
を
取
り
上
げ
て
ゐ
る
。

（
3
）　�

拙
著
『
明
治
の
御
代

─
御
製
と
お
言
葉
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
』

（
明
成
社
、
平
成
二
十
四
年
）、
二
七
二
～
二
八
一
頁
参
照
。
も
し

く
は
、
拙
論
「
明
治
天
皇
と
明
治
の
祭
祀
」（『
神
園
』
第
六
号
、

平
成
二
十
三
年
十
一
月
、
五
三
～
六
〇
頁
）
参
照
。

（
4
）　�

松
浦
光
修
『
日
本
の
心
に
目
覚
め
る
五
つ
の
話
』
明
成
社
、
平
成

二
十
二
年
、
一
二
一
～
一
二
六
頁
。
堀
井
純
二
「
橿
原
神
宮
の
創

建
」、『
神
道
史
研
究
』
三
十
七
、
平
成
元
年
九
月
、
三
九
～
四
〇

頁
。

（
5
）　�

武
田
秀
章
『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
大
明
堂
、
平
成
八
年
、

九
一
頁
。

（
6
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
二
七
七
頁
。

（
7
）　�

前
掲
『
明
治
の
御
代
』
二
九
一
頁
の
「
明
治
天
皇
の
祭
祀
（
大

祭
・
旬
祭
）
出
御
状
況
一
覧
表
」
を
参
照
。

（
8
）　�「
還
暦
之
記
」、『
元
田
永
孚
文
書
』
第
一
巻
所
収
、
昭
和
四
十
四
年
、

一
五
四
頁
。

（
9
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
、
五
六
頁
。

（
10
）　�

同
右
、
五
七
頁
。

（
11
）　�

同
右
、
五
九
頁
。

（
12
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
、
四
七
八
頁
。

（
13
）　�

同
右
、
三
一
〇
、
三
二
九
、
五
〇
二
、
五
七
八
頁
。

（
14
）　�

前
掲
「
還
暦
之
記
」、
一
五
四
頁
。
但
し
、『
明
治
天
皇
紀
』
に
は

可
美
真
手
命
に
言
及
し
た
箇
所
は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
不

明
で
あ
る
。

（
15
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
、
七
九
一
頁
。
同
第
五
、
五
六
頁
。
明
治

十
二
年
十
月
、
景
行
天
皇
皇
子
日
本
武
尊
能
褒
野
墓
（
伊
勢
国
）

を
治
定
し
た
こ
と
、
明
治
十
六
年
五
月
十
七
日
に
は
、
大
阪
府
古

市
郡
軽
墓
村
に
日
本
武
尊
白
鳥
陵
を
治
定
し
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ

る
。

（
16
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
二
一
〇
頁
。
尚
、
こ
の
御
製
は
『
新
輯

明
治
天
皇
御
集
』（
明
治
神
宮
、
昭
和
三
十
九
年
）
に
は
見
え
な
い
。

（
17
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
、
五
八
頁
。

（
18
）　�

前
掲
『
元
田
永
孚
文
書
』
第
一
巻
、
一
四
七
頁
。

（
19
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
、
八
一
五
～
八
一
六
頁
。
同
第
四
、
五
四

二
頁
。
同
第
二
、
三
六
六
頁
。

（
20
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
一
三
七
頁
。
そ
の
他
、
天
武
・
持
統
関

係
の
記
事
と
し
て
は
、
明
治
十
四
年
二
月
十
一
日
に
、
天
武
・
持

統
・
文
武
三
天
皇
陵
の
陵
墓
変
更
の
こ
と
が
見
え
、「
是
の
日
之

れ
を
裁
可
し
た
ま
ふ
」
と
あ
る
が
（『
明
治
天
皇
紀
』
第
五
、
二
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六
九
頁
）、
そ
れ
以
外
に
は
特
段
の
記
事
は
見
当
ら
な
い
や
う
で

あ
る
。

（
21
）　�
大
化
改
新
の
思
想
的
源
流
は
聖
徳
太
子
だ
が
、『
明
治
天
皇
紀
』

に
は
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
の
思
想
的
影
響
か
ら
か
、
太
子
関
係

の
記
述
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
太
子
の
時
代
の
推
古
天
皇
（
第
三

十
三
代
）
に
し
て
も
、
陵
域
拡
張
の
記
録
し
か
見
え
な
い
（『
明

治
天
皇
紀
』
第
六
、
五
一
一
頁
）。

（
22
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
三
五
三
頁
。

（
23
）　�『
孝
明
天
皇
紀
』
第
二
、
平
安
神
宮
、
昭
和
四
十
二
年
、
四
頁
。

（
24
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
三
五
三
頁
。
第
六
、
四
〇
六
頁
。

（
25
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
五
、
七
三
四
頁
。
第
八
、
六
二
八
頁
。
昭
和

二
十
二
年
、
社
号
を
「
大
宰
府
天
満
宮
」
に
復
し
、
今
日
に
至
つ

て
ゐ
る
。

（
26
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
、
二
〇
八
頁
。
但
し
、
こ
の
御
製
は
道
真

を
詠
ん
だ
も
の
と
は
解
さ
れ
ず
、
不
審
が
残
る
。『
新
輯
明
治
天

皇
御
集
』
で
は
、
明
治
十
一
年
以
前
の
歌
と
し
て
、
詞
書
（「
秋

夜
長
」）・
歌
の
表
記
と
も
に
酷
似
し
た
御
製
（「
秋
の
夜
の
な
が

く
な
る
こ
そ
た
の
し
け
れ
見
る
巻
巻
の
数
を
つ
く
し
て
」）
が
掲

載
さ
れ
て
を
り
（
上
巻
、
二
九
頁
）、
何
ら
か
の
事
情
で
誤
つ
て

『
明
治
天
皇
紀
』
に
紛
れ
込
ん
だ
も
の
か
。
疑
問
を
提
示
し
て
お
く
。

（
27
）　�

前
掲
『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
一
二
三
～
一
二
六
頁
。

（
28
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
、
四
五
一
頁
。

（
29
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
、
八
〇
三
、
八
二
五
頁
、
第
三
、
八
一
頁
。

白
峯
宮
は
、
昭
和
十
五
年
に
神
宮
号
の
宣
下
を
受
け
、「
白
峯
神

宮
」
と
改
称
、
官
幣
大
社
に
列
せ
ら
れ
た
（
岡
田
米
夫
「
神
宮
神

社
創
建
史
」、『
明
治
維
新
神
道
百
年
史
』
第
二
巻
所
収
、
神
道
文

化
会
、
昭
和
四
十
一
年
、
六
一
～
六
三
頁
）。

（
30
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
五
〇
七
頁
。
赤
間
宮
も
昭
和
十
五
年
、

神
宮
号
宣
下
に
よ
り
「
赤
間
神
宮
」
と
な
り
、
官
幣
大
社
に
昇
格

し
た
。「
神
宮
神
社
創
建
史
」
六
九
～
七
〇
頁
。

（
31
）　�『
新
輯
明
治
天
皇
御
集
』
上
、
五
七
頁
。
前
者
の
御
製
に
つ
い
て
は
、

詞
書
の
脇
に
「
明
治
九
年
九
月
二
十
一
日
長
門
国
赤
間
関
赤
間
宮

歌
会
に
つ
き
従
三
位
毛
利
元
徳
へ
賜
ふ
」
と
の
註
が
見
え
る
。『
明

治
天
皇
紀
』
第
三
、
六
九
八
～
六
九
九
頁
所
載
の
御
製
は
、
表
記

が
異
な
つ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
こ
ち
ら
が
実
際
に
下
賜
さ
れ
た
際
の
、

御
製
の
表
記
だ
と
思
は
れ
る
の
で
、
参
考
の
た
め
に
掲
げ
て
お
く

（
詞
書
は
同
じ
）。

　
　
　
　

�

ひ
ら
け
行
み
ち
の
の
り
と
も
成
ぬ
へ
く
神
の
を
し
へ
の
い
や
さ

か
え
つ
ゝ

　
　
　
　

�

と
よ
ら
か
た
千
ふ
ね
百
舟
い
り
み
た
れ
浪
に
し
つ
み
し
む
か
し

を
そ
思
ふ

（
32
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
、
二
八
〇
頁
。

（
33
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
三
一
八
～
三
一
九
頁
。

（
34
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
一
七
七
頁
。

（
35
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
一
三
二
、
一
七
七
頁
。
前
掲
「
神
宮
神

社
創
建
史
」
六
二
～
六
四
頁
。
水
無
瀬
宮
は
昭
和
十
四
年
に
官
幣

大
社
と
な
り
、
神
宮
号
の
宣
下
を
受
け
て
「
水
無
瀬
神
宮
」
と
改

称
さ
れ
た
。

（
36
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
六
、
五
九
六
～
五
九
七
頁
。

（
37
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
、
二
九
二
頁
。
第
八
、
一
二
六
頁
。
第
十
、

九
九
頁
。
そ
の
後
、
大
正
七
年
に
「
吉
野
神
宮
」
と
改
称
さ
れ
、

今
日
に
至
つ
て
ゐ
る
。

（
38
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
、
七
七
二
頁
。

（
39
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
四
九
、
一
五
六
頁
。
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（
40
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
五
四
頁
。

（
41
）　�

同
右
、
八
一
頁
。

（
42
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
六
三
四
頁
。
第
三
、
八
一
頁
。
第
四
、

五
五
三
頁
。

（
43
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
五
、
一
六
〇
頁
。

（
44
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
、
六
八
〇
頁
。

（
45
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
六
九
二
、
七
二
九
頁
。
第
六
、
四
六
六
頁
。

（
46
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
七
、
四
三
四
頁
。
第
九
、
二
三
一
頁
。

（
47
）　�

某
老
侍
従
謹
話
「
御
小
壮
時
の
追
懐
」、『
太
陽
』
臨
時
増
刊
・
明

治
聖
天
子
、
第
十
八
巻
第
十
三
号
、
大
正
元
年
九
月
、
二
七
頁
。

（
48
）　�

渡
辺
幾
治
郎
『
明
治
天
皇
』
上
（
昭
和
三
十
三
年
、
九
六
頁
）
は
、

「
侍
従
高
島
鞆
之
助
（
陸
軍
中
将
子
爵
、
鹿
児
島
出
身
）
が
御
相

手
を
し
て
、
足
利
尊
氏
に
擬
せ
ら
れ
た
。
天
皇
は
わ
し
は
楠
正
成

で
あ
る
、
賊
将
尊
氏
を
撃
つ
の
だ
と
叫
び
な
が
ら
、
木
剣
で
も
つ

て
幾
度
も
打
た
れ
た
」
と
あ
り
、
天
皇
が
擬
し
た
の
は
義
貞
で
は

な
く
正
成
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、『
太
陽
』
臨
時
増
刊

号
所
収
の
高
島
の
回
想
に
は
さ
う
い
ふ
記
事
は
な
い
。
こ
れ
は
渡

辺
の
意
図
的
改
竄
で
な
け
れ
ば
、
義
貞
を
正
成
と
取
り
違
へ
た
、

単
な
る
記
憶
違
ひ
で
あ
ら
う
。

（
49
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
七
二
四
、
七
三
五
頁
。
第
四
、
五
二
五

～
五
二
六
頁
。

（
50
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
五
、
七
五
六
頁
。

（
51
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、
四
七
八
頁
。

（
52
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
四
、
三
五
三
頁
。
第
六
、
九
五
頁
。
こ
の
時
、

脇
屋
義
助
（
義
貞
の
弟
）
に
従
三
位
が
、
児
島
高
徳
・
結
城
宗
広

に
正
四
位
が
、
児
島
範
長
に
従
四
位
が
、
桜
山
玆
俊
に
正
五
位
が

追
贈
さ
れ
て
ゐ
る
。
何
れ
も
「
南
朝
忠
節
の
臣
と
し
て
、
其
の
遺

勲
あ
る
を
追
思
し
た
ま
ふ
な
り
」
と
あ
る
。

（
53
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
、
三
一
五
頁
。
第
十
二
、
六
九
八
頁
。

（
54
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
二
、
一
〇
六
頁
。

（
55
）　�

同
右
、
一
四
三
頁
。

（
56
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
五
、
一
三
九
頁
。

（
57
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
五
〇
三
頁
。

（
58
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
、
二
八
〇
頁
。

（
59
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
三
、
二
八
頁
。

（
60
）　�

小
松
原
英
太
郎
「
自
叙
経
歴
一
斑
」（
小
松
原
英
太
郎
君
伝
記
編

纂
委
員
会
編
『
小
松
原
英
太
郎
君
事
略
』
所
収
、
大
正
十
三
年
、

八
六
頁
）。

（
61
）　�

大
久
保
利
鎌
『
日
本
近
代
史
学
の
成
立　

大
久
保
利
鎌
歴
史
著
作

集
７
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
三
年
、
一
五
五
、
一
六
五
頁
。

（
62
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
で
は
、「
後
醍
醐
天
皇
よ
り
後
小
松
天
皇
に
至
る

間
の
皇
統
は
、
御
醍
醐
天
皇
・
後
村
上
天
皇
・
後
亀
山
天
皇
・
後

小
松
天
皇
な
る
こ
と
を
認
定
し
た
ま
へ
る
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
並

び
に
宮
内
大
臣
に
達
せ
し
め
た
ま
ふ
」
と
あ
る
（
第
十
二
、
五
六

五
頁
）。

（
63
）　�

坂
田
吉
雄
『
天
皇
親
政
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
、
二
六
七

頁
。

（
64
）　�『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
二
、
五
六
五
頁
。

（
65
）　�

第
百
代
後
小
松
天
皇
以
降
の
皇
統
は
、
総
て
北
朝
の
後
胤
で
あ
る
。

（
66
）　�

前
掲
、
岡
田
「
神
宮
・
神
社
創
建
史
」
一
四
～
一
五
頁
を
基
に
、

社
格
の
班
列
年
、
最
終
官
位
と
叙
位
年
は
、
筆
者
が
付
け
加
へ
た
。

（
明
星
大
学
戦
後
教
育
史
研
究
セ
ン
タ
ー
）




